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新役員発足後の三役の動き（報告） 

 

１．あいさつ回り関連 

 

 現在、下記の通りあいさつ回りを完了しています（一部予定を含みます）。各団体では、

歯技協の存在感についてよく話題に上がり、また役員の刷新と理事長の続投についても喜

ばれています。 

7/10 10：00 厚生労働省医政局歯科保健課 課長 小嶺祐子氏 ほか 2 名 

7/10 11：00 厚生労働省保健局医療課 歯科医療管理官 和田康志氏 ほか1名 

7/10 13：00 厚生労働大臣武見敬三事務所 秘書対応（牧野氏） 

7/10 14：00 比嘉なつみ事務所 秘書対応 

7/10 15：00 山田宏事務所 本人対応 

7/24 11：00 日本歯科医師会 瀬古口専務、寺島常務対応 

7/24 13：30 日本歯科医師連盟 太田会長、浦田理事長、他 3 名 

7/24 15：00 日本歯科技工学会 石川会長 

8/1  14：00 日本歯科技工士会 森野会長、山下副会長、ほか 2 名 

8/1  14：00 全国歯科技工士教育協議会 大島会長、阪副会長、篠田副会長 

8/19  13：00 クインテッセンス 北峯社長、若林氏 

10/7  11：00 日本商工協会  

10/7   14：00 日本歯科衛生士会  

10/7   16：00 日本歯科新聞社  

 

 

２．３団体協議、４団体協議について 

 

令和６年８月１日 ３団体協議を実施。今回の３団体協議では、技工業界から出すべき要望

書の取りまとめを行った。令和６年８月２８日 歯科医師会を交えた４団体協議が実施さ

れ、前述の要望書（別添資料１）について、３団体連名で提出が行われ、各項目について、

順番に説明がなされた。冒頭、前回提出した要望書（別添資料２）について、歯科医師会側

からの回答を求めたが、明確な回答と方針は発言なく、現在さまざま調整中であるとの説明

があった。 

 次回の３団体協議、４団体協議については未定であるが、今後は会員企業から、要望書の

原案となるものを集約していくことを方針とした。 


